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新
た
な
始
ま
り
の
朝
か
ら
。

こ
の
写
真
は
、
平
成
23
年
３
月
12
日
の
早
朝
、

市
内
で
写
真
館
を
営
ん
で
い
た
大
友
文
雄
さ
ん
が

避
難
先
で
あ
る
第
一
中
学
校
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

不
安
で
眠
れ
な
い
一
夜
を
過
ご
し
、
迎
え
た
朝
、

カ
メ
ラ
を
通
し
て
塩
竈
の
街
や
人
々
を
見
つ
め
て
き
た
大
友
さ
ん
が
撮
っ
た
一
枚
。

そ
れ
は
、「
み
な
と
ま
ち
塩
竈
」
と
感
じ
ら
れ
る
風
景
で
し
た
。

津
波
の
被
害
を
受
け
た
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
、

雪
が
積
も
っ
た
家
々
の
屋
根
、

海
上
保
安
庁
の
船
が
浮
か
ぶ
港
。

い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
朝
日
が
街
と
港
を
赤
く
照
ら
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

大
震
災
は
街
を
破
壊
し
、

大
切
な
生
命
を
、
生
活
の
基
盤
を
奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
惨
事
の
さ
な
か
で
も
、

多
く
の
塩
竈
市
民
が
こ
の
写
真
館
主
の
よ
う
に

「
未
来
」
が
来
る
こ
と
を
信
じ
、

「
長
い
間
住
み
慣
れ
た
土
地
で
、
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま
で
も
送
り
た
い
」
と
願
い
、

こ
の
日
を
新
た
な
始
ま
り
の
日
と
胸
に
刻
ん
で
、
前
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
今
、
思
い
出
し
ま
す
。

塩
竈
の
人
々
が
、
太
古
か
ら
繰
り
返
し
災
い
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、

そ
の
た
び
に
未
来
を
信
じ
て
前
進
を
止
め
な
か
っ
た
こ
と
を
。

そ
の
歩
み
の
堆
積
が
、
塩
竈
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
て
き
た
こ
と
を
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
4
年
。

立
ち
上
が
り
、
前
に
進
む
塩
竈
の
こ
の
瞬
間
の
姿
と
思
い
を
、

未
来
の
塩
竈
の
人
々
の
た
め
に
、

こ
こ
に
記
し
ま
す
。

1
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塩
竈
市
の
被
災
状
況
に
つ
い
て

【
東
日
本
大
震
災
の
概
要
】

●
地
震
名
／
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

●
発
生
時
刻
／
平
成
23
年
3
月
11
日　

午
後
2
時
46
分
18
秒

●
震
源
／
三
陸
沖
（�

牡
鹿
半
島
の
東
南
東
約
1
3
0
k
m
付
近
）

●
震
源
の
深
さ
／
24
k
m

●
規
模
／
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0

●
最
大
震
度
／
7
（
栗
原
市
築
館
）

【
塩
竈
市
に
お
け
る
震
災
の
概
要
】

●
最
大
震
度
／
6
強

●
津
波
の
到
達
時
刻
／
午
後
3
時
15
分
（
引
き
は
じ
め
）　

※
塩
釜
港
西
埠
頭
観
測　

※
地
震
発
生
後
約
30
分

●�

津
波
の
高
さ
／
4
m
（
津
波
波
高
：
塩
釜
港
西
埠
頭
の
潮
位
計
が
計
測
し
た
津
波
の
高
さ
）
午
後
4
時
02
分

●
最
大
浸
水
高
／
本
土
T.P.
4
・
8
m
（
宮
城
県
土
木
部
調
べ
）�

※
1　

※
2

●
最
大
浸
水
高
／
浦
戸
地
区
（
参
考
値
）
T.P.
8
・
5
ｍ�

（
宮
城
県
土
木
部
調
べ
）�
※
1　

※
2　

※
3

※
1
：�

浸
水
高
／
陸
上
で
の
津
波
の
高
さ
。
建
物
等
に
残
っ
た
水
跡
か
ら
測
定

※
2
：�

T.P.（
東
京
湾
平
均
海
面
）：
東
京
湾
の
海
水
面
高
。
全
国
の
標
高
の
基
準
と
な
る

※
3
：�

浦
戸
諸
島
に
近
く
、
外
洋
に
面
す
る
東
松
島
市
宮
戸
島�

月
浜
海
水
浴
場
付
近
の
浸
水
高

●
大

津

波

警

報
／
11
日
午
後
2
時
49
分

●
津
波
警
報
へ
切
替
／
12
日
午
後
8
時
20
分

●
津
波
注
意
報
へ
切
替
／
13
日
午
前
7
時
30
分

●
津
波
注
意
報
解
除
／
13
日
午
後
5
時
58
分

1
．人
的
被
害

東
日
本
大
震
災
で
は
、
市
民
の
方
47
人
が
津
波
の
犠
牲
に
な
り
、
ま
た
18
人
が
関
連
死
と
認
定
さ
れ
、

合
わ
せ
て
65
人
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
市
内
で
亡
く
な
ら
れ
た
市
民
／
17
人
（�

本
土
：
14
人
、
浦
戸
：
３
人
）

●
市
外
で
亡
く
な
ら
れ
た
市
民
／
30
人

４. 被害金額の状況（平成 25年 4月現在） （単位：千円）

項目 被害金額 内訳
交通関係 25,141 市営汽船等

ライフライン施設 933,400 水道、都市ガス、通信・放送施設

保健・医療福祉関係施設 447,689 医療機関、民間保育、保健センター、児童館等

建築物 61,277,613 被災建物

民間施設等 12,800,000 工業関係、商業関係

交通基盤施設 16,651,574 道路・橋りょう、港湾施設、下水道施設、その他公共土木施設等

農林水産関係 27,792,949 共同利用施設、塩釜漁港施設等

文教施設 210,977 県立・市立学校、その他文教施設

文化財 5,825 市指定文化財等

廃棄物処理・し尿処理施設 98,918 清掃工場

その他の公共施設 1,397,920 観光施設、消防・防災施設、警察関係施設等

合計 121,642,006
※直接的な被害金額を集計したもの。

【塩竈、松島、七ヶ浜の３カ所に設置された潮位計の記録】
塩釜港（西埠頭）での潮位のピークは16時3分頃であり、直前の最も低い潮位との差は４ｍありました。

潮位
（cm）

潮位
（cm）

※震災当日は中潮。干潮時刻は13時29分。塩竈�――――　　松島�――――　　七ヶ浜�――――

14:46頃
地震（東北地方太平洋沖地震）による
海面の揺れと思われる小刻みの揺れ

15:50頃
外洋に面していた七ヶ浜の潮位計が
津波により破損、以降は計測不能に

15:15頃
潮位が下がり始める

15:53頃
潮位、約マイナス40cm

16:02頃
塩竈の潮位のピーク

16:35頃
第2波

16:53頃
第3波

潮位が急上昇

潮位の最も低い点から
最高位までの差は約5ｍ

（単位：棟）

津波

種　別 全壊 大規模半壊 半壊 一部破損 計

住　家 478 1,099 392 266 2,235

非住家 290 714 251 87 1,342

地震

種　別 全壊 大規模半壊 半壊 一部破損 計

住　家 194 356 1,431 6,727 8,708

非住家 55 71 234 688 1,048

計

種　別 全壊 大規模半壊 半壊 一部破損 計

住　家 672 1,455 1,823 6,993 10,943

非住家 345 785 485 775 2,390

合計 1,017 2,240 2,308 7,768 13,333

月　日 避難所開所数
（箇所） 避難者数 備考

平成23年3月11日 39 8,047

3月12日 46 8,771 （最大）

4月1日 6 770

5月1日 5 333

6月1日 4 100

7月1日 2 41

7月13日 避難所閉鎖

※避難所の避難者数の推移は p.62 を参照

２. 住家などの被害（平成 27年1月現在）３. 避難所および避難場所の運営状況
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15:15頃
潮位が下がり始める

15:53頃
潮位、約マイナス40cm

16:02頃
塩竈の潮位のピーク

16:35頃
第2波

16:53頃
第3波

潮位が急上昇

潮位の最も低い点から
最高位までの差は約5ｍ

（単位：棟）

津波

種　別 全壊 大規模半壊 半壊 一部破損 計

住　家 478 1,099 392 266 2,235

非住家 290 714 251 87 1,342

地震

種　別 全壊 大規模半壊 半壊 一部破損 計

住　家 194 356 1,431 6,727 8,708

非住家 55 71 234 688 1,048

計

種　別 全壊 大規模半壊 半壊 一部破損 計

住　家 672 1,455 1,823 6,993 10,943

非住家 345 785 485 775 2,390

合計 1,017 2,240 2,308 7,768 13,333

月　日 避難所開所数
（箇所） 避難者数 備考

平成23年3月11日 39 8,047

3月12日 46 8,771 （最大）

4月1日 6 770

5月1日 5 333

6月1日 4 100

7月1日 2 41

7月13日 避難所閉鎖

※避難所の避難者数の推移は p.62 を参照

２. 住家などの被害（平成 27年1月現在）３. 避難所および避難場所の運営状況
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［市域の浸水範囲と浸水深（本土地区）］［市域の浸水範囲と浸水深（浦戸地区）］

塩釜ガス体育館

市立第二中学校

市立杉の入小学校

市立第二小学校

市立第一中学校

剣道場（一森山）

市立第一小学校

塩釜高校
（東キャンパス）

市立第三小学校

市立第三中学校

塩釜港湾合同庁舎

旧市立浦戸第二小学校

8.0m〜 1.0m〜2.0m以下

浸水深-浸水区分（T.P.）

4.0m〜8.0m以下 0.5m〜1.0m以下

2.0m〜4.0m以下 0.5m以下

市立浦戸中学校、市立浦戸第二小学校

旧市立浦戸第一小学校

平成23年度　国土交通省都市・地域整備局
「東日本大震災による被害現況調査業務（宮城5）報告書」および
塩竈市市民総務部税務課固定資産税係「東日本大震災の津波
における課税免除区域図」から市域の浸水範囲を図表した。

5 4

東
日
本
大
震
災
の
記
録



［市域の浸水範囲と浸水深（本土地区）］［市域の浸水範囲と浸水深（浦戸地区）］

塩釜ガス体育館

市立第二中学校

市立杉の入小学校

市立第二小学校

市立第一中学校

剣道場（一森山）

市立第一小学校

塩釜高校
（東キャンパス）

市立第三小学校

市立第三中学校

塩釜港湾合同庁舎

旧市立浦戸第二小学校

8.0m〜 1.0m〜2.0m以下

浸水深-浸水区分（T.P.）

4.0m〜8.0m以下 0.5m〜1.0m以下

2.0m〜4.0m以下 0.5m以下

市立浦戸中学校、市立浦戸第二小学校

旧市立浦戸第一小学校

平成23年度　国土交通省都市・地域整備局
「東日本大震災による被害現況調査業務（宮城5）報告書」および
塩竈市市民総務部税務課固定資産税係「東日本大震災の津波
における課税免除区域図」から市域の浸水範囲を図表した。

5 4

東
日
本
大
震
災
の
記
録



■塩竈市ホームページ
トップページ⇒震災関連情報
⇒被災写真・動画
http://www.city.shiogama.
miyagi.jp/seisaku/shinsai/
shashindoga-index.html

本
土
地
区
の

被
害
状
況

藤倉

北浜

本塩釜駅付近

壱番館付近（本町・宮町・海岸通）

越の浦・釜ヶ渕

藤倉
北浜

マリンゲート・
イオン付近海岸通・港町

壱番館付近
（本町・宮町・海岸通）

塩釜港の埠頭付近

魚市場・塩釜漁港

港町・中の島

旭町・新富町・尾島町・
花立町・錦町

本塩釜駅付近
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旭町・新富町・尾島町・花立町・錦町

港町・中の島

マリンゲート・イオンタウン付近海岸通・港町

塩釜港の埠頭付近

越の浦・釜ヶ渕

魚市場・塩釜漁港
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旭町・新富町・尾島町・花立町・錦町

港町・中の島

マリンゲート・イオンタウン付近海岸通・港町

塩釜港の埠頭付近

越の浦・釜ヶ渕

魚市場・塩釜漁港
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浦
戸
地
区
の

被
害
状
況

桂島

朴島 石浜

野々島

寒風沢島

寒風沢島

野々島
桂島

石浜

朴島

■塩竈市ホームページ
トップページ⇒震災関連情報
⇒被災写真・動画
http://www.city.shiogama.
miyagi.jp/seisaku/shinsai/
shashindoga-index.html
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